
平
成
二
十
年
二
月
七
日
提
出

質

問

第

六

八

号

介
護
保
険
の
流
用
拡
大
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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介
護
保
険
の
流
用
拡
大
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
一
月
一
六
日
の
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会
議
資
料
に
は
、
「
現
行
の
地
域
支
援
事
業
費
全
体
の
上
限
（
給
付
見
込

額
の
三
％
）
ま
た
は
包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
の
上
限
（
給
付
見
込
額
の
二
％
）
の
範
囲
内
で
は
、
適
正
化
事
業
の
実
施

の
た
め
に
十
分
な
経
費
が
確
保
さ
れ
な
い
保
険
者
が
多
数
あ
る
。
そ
こ
で
主
要
適
正
化
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
現
行
の
上
限

を
超
え
る
事
業
費
が
必
要
と
な
る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
上
限
額
を
超
え
た
分
を
当
該
上
限
額
に
給
付
見
込
額
の
〇
・

一
五
％
を
限
度
と
し
て
上
乗
せ
で
き
る
よ
う
、
平
成
二
〇
年
度
に
限
っ
た
特
例
措
置
と
し
て
政
令
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
」
と
あ
る
。

そ
こ
で
質
問
す
る
。

一

十
分
な
経
費
が
確
保
で
き
な
い
保
険
者
は
何
自
治
体
か
。
全
保
険
者
の
何
割
に
あ
た
る
の
か
。

二

十
分
な
経
費
が
確
保
で
き
な
い
要
因
は
何
か
。
十
分
な
経
費
が
確
保
で
き
て
い
る
保
険
者
と
何
が
違
う
の
か
。

三

二
〇
〇
五
年
四
月
二
七
日
の
介
護
保
険
法
改
正
案
の
審
議
で
、
尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
は
「
地
域
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
険
料
を
充
当
す
る
事
業
の
範
囲
が
過
度
に
拡
大
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
費
用
の
上
限
及
び
事
業
内
容
を
政
令
で
定
め

ま
す
と
と
も
に
、
各
保
険
者
に
お
い
て
事
業
実
績
の
公
表
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
衆
議
院
厚
生
労
働
委

一



員
会
で
答
弁
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
保
険
者
に
お
い
て
事
業
実
績
が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
か
。
十
分
な
経
費
が
確
保
で
き

な
い
保
険
者
で
は
公
表
さ
れ
て
い
る
の
か
。

四

二
〇
〇
五
年
四
月
二
七
日
の
介
護
保
険
法
改
正
案
の
審
議
で
、
尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
は
「
地
域
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
審
議
の
過
程
に
お
い
て
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
財
源
や
事
業
内
容
を
め
ぐ
る
御
意
見
を
尊
重
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
有
効
性
や
効
率
性
を
確
認
し
て
、
不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
答
弁
し
て
い
る
が
、
有
効
性
や
効
率
性
は
い
つ
確
認
し
た
の
か
。
ま
た
、
結
果
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
根
拠
を
も
っ
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

五

四
に
お
い
て
、
特
に
十
分
な
経
費
が
確
保
で
き
な
い
保
険
者
で
は
有
効
性
や
効
率
性
と
い
う
点
で
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

六

介
護
保
険
料
の
支
払
い
は
多
く
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、
さ
ら
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て

い
る
状
況
で
、
介
護
保
険
料
の
さ
ら
な
る
流
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
政
令
の
改
正
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
厚
生
労
働

省
は
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


